
【別紙】企画提案書審査基準 

本業務の受託候補者としてふさわしいか事前に事務局において、提出された企画提案書

の内容について、以下の評価項目及び配点に基づき確認する。 

No 評価項目 
配

点 
評価の視点 

１ 

都道府県向けコーディネ

ーター・アドバイザリー業

務の実績 

20 

過去２年以内に３都道府県以上の受託実績

があるか。実績数・対象地域の多様性を評

価。 

２ 
部活動の地域展開に関す

る実績・専門性 
20 

部活動の地域展開、地域クラブ、自治体支援

等に関する実績及び専門的知見を有してい

るかを評価。 

３ 
市町村・認定クラブへの伴

走支援の提案内容 
20 

市町村の状況に即した伴走支援の具体性・

実現可能性を評価。 

４ 相談窓口及び支援体制 10 
市町村からの相談に対し、迅速かつ適切に

対応できる体制が整備されているか。 

５ 
全国先進事例の収集・共有

力 
10 

全国の地域展開事例に精通し、研修会・協議

会等で効果的に共有できる体制があるか。 

６ 
ICT活用支援の実績・ノウ

ハウ 
10 

地域展開に資する ICT 活用支援の実績があ

るか。市町村・地域クラブへの段階的支援の

具体性を評価。 

７ 業務実施体制 10 
担当者の専門性・経験、バックアップ体制の

充実度を評価。 

合

計 

 

100 

 

 

採点基準の補足 

(１) 評価項目１「都道府県向けコーディネーター・アドバイザリー業務の実績」について

は、過去２年以内の実績を対象とし、受託した都道府県数が多いほど高い評価とす

る。３都道府県以上の実績がない場合は、当該項目を０点とする。 

(２) 評価項目５「全国先進事例の収集・共有力」については、全国の地域展開に係る先進

事例の調査・蓄積状況、及び研修会・協議会等における共有の実績・体制を総合的に

評価する。 

(３) 合計得点が６０点に満たない場合は、受託候補者としないことがある。 

以上 

 


